
～子供、職員、保護者、地域の笑顔づくりに努めるコミュニティ・スクール～ 

     
インターネット利用の便利さと危うさ ～スマホ等アンケート結果より～ 

昨年度に続き今年度も東部中学校校区では小中連携の

取組として、小中学生のスマホ・タブレット等の使用状

況を把握するため３小学校１中学校でアンケート調査

を実施しました。(小学１･２年生は保護者様による回答、

小３～中３は本人による回答) 

アンケート結果の中でも注視したのは昨年度に続き問

⑧の依存度と問⑨の家庭での約束についてで、右の円グ

ラフが浜小の結果です。問⑧については「1 夢中になり

すぎており、やめられない」と「2 夢中になりすぎては

いないが、やりはじめるとなかなかやめられない」の合

計で７割以上の児童において依存度に注意が必要で、こ

こは昨年度とほぼ同数でした。また問⑨のインターネッ

トやゲームなどの使用について、浜小学校において 58％

のご家庭では「1 約束があり守られている」との回答の一方で「2 約束はあるが守られて

いない」「3 約束はない」の回答が合計で 41％という結果でした。特に「2約束はあるが

守られていない」の数値は昨年度よりも５％増えました。実際、平日も夜遅くまで６時間

以上を動画視聴等で、学習以外に接続している回答がありました。また問⑪の「インター

ネットやゲームの使用について、よくな

いと思うことや問題だと思うことは？」

には右のような記述がありました。イン

ターネット等の長時間及び不適切な利

用により、生活リズムの乱れや健康面・

情緒面への影響、依存症など保護者の皆様も危惧されていることがよく分かりました。 

このような実態を踏まえて、今年度は PTA教育講演会として１月 29日に「ITサポート

さが」の陣内誠理事長を講師に迎え、「情報化社会:自分の命は自分で守る」と題してネッ

ト依存や最近のSNSの傾向と保護者の責務について話していただきました。上学年用と下

学年用の 2 回に分けて、児童も一緒にお話を聞きました。親子で話題にし、子どもたちも「自

分の未来は自分で守る」を合い言葉として､情報化社会の被害者にも加害者にもならないよう

に気をつけてほしいと思います。鹿島市ではお子様が端末を安全

かつ健全に利用できるよう「夜９時以降はインターネットを利用

させない」など「小中学生のインターネットの安全利用に関する

指針」が出されています。これらを参考に家庭でのルール作りと

徹底をお願いいたします。なお、東部中校区全体のアンケート結

果を浜小学校ＨＰに掲載しています。こちらもご覧ください。 
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ふるさと愛する・光の子 
 

1 夢中になりす

ぎており、 

やめられない 

 
2 夢中になりすぎ

てはいないが、やり

はじめるとなかな

かやめられない  

 
3 夢中になっては

おらず、使用しても

長時間はやらない 

 
4 ほとんどやらな

い、興味がない 

 
2 約束はあるが、 

守られていない 

 
3 約約束はない 

 
1 約束があり、

守られている 

 4 使用していない 

浜小 

浜小 

問⑪の回答 （一部） 
・YouTubeに夢中になり話を聞かない。無視する。・視力低下・課

金したがる ・すぐに「時間増やして」とキレやすくなる ・生活

リズムの乱れ ・教えていないのにいろいろ使えるようになってい

る ・兄弟で携帯の取り合いでけんか ・言葉が荒くなる ・一度

見始めたらなかなかやめない ・時間を決めているがやめない 等 

PTA教育講演会：陣内理事長 



 ３年生野鳥観察         〔豊かな心をもつ子供の育成〕 
２月４日に３年生は、ラムサール条約登録地の肥

前鹿島干潟へ野鳥観察に行きました。たくさんの野

鳥が干潟にエサを求めて飛来していました。市のラ

ムサール条約推進室の方から説明を受け、まず運動

場で双眼鏡の使い方を練習してからマイクロバスに乗って行きました。自然の豊かさに触

れ、環境保護について考える貴重な体験ができました。 

 １年生親子凧作り・凧揚げ    〔自ら学び続ける子供の育成〕 
１月 29 日に１年生は、親子で凧作りに挑戦しました。浜地区の

老人クラブの中島康夫会長をはじめ多くの方々と公民館の細川主

事さんにご指導いただきました。事前に好きな絵を描いていた和紙

に、縦・横十文字に竹ひごを取り付け、尾を糊つけし、ひごの交わ

ったところに糸を結びつけて完成しました。この凧を使って２月 

５日には、新浜大橋の近くに行

って凧揚げをしました。 

老人会の皆様も保護者様もた

くさんご参加いただきました。

ご協力に感謝申し上げます。  

 ４年生 筝の体験教室     〔自ら学び続ける子供の育成〕 
２月５日に、鹿島市在住の永池まち子先生他３人を講師としてお招

きし、本校の大城サカエ先生も加わって、４年生を対象に箏の体験教

室を行いました。特別講師として、昨年度に続き東京在住のプロの演

奏家でもある永池あかり先生も来てくださいました。「祭花」や「と

なりのトトロ」などの演奏を聴いた後、箏の歴史や仕組みについて学

びました。子供たちも「さくら さくら」の演奏に挑戦しました。初

めての体験でしたが、みるみる上達し、曲が弾けるまでになりました。

本物の演奏を聴き、実際に箏で演奏をするという貴重な体験に大満足

の４年生でした。またＮＨＫの取材もあり、翌６日に放送されました。 

 

箏の演奏に挑戦！ 

双双眼鏡を使って 

三世代で凧作り 

お め で と う 

どんな野鳥がいるか 

完成した凧を持って

方 

講師の先生方 

実際にひいてみました 

手ほどきを受けて凧作り 

舞い上がれ！ 

第４回将龍杯少年剣道大会

第４２回森旗争奪少年剣道大会
  小学低学年の部　　　敢闘賞　　臥龍徳心館
  小学高学年の部　　　第３位　　臥龍徳心館

   幼年男子の部　　　　準優勝　　１名

   ３年男子の部　　　　優勝　　　１名
 　  　〃　　　　　　　準優勝　　１名

 令和７年度明るい選挙啓発ポスターコンクール
 　　　入選　　１年　　２名
　　　　〃　　 ３年　　１名

　　　 入選　　３年　　１名
新年書き方会地区審査
　毛筆の部　 特選 　３年　２名
　　〃　　 　特選　 ５年　１名
  　 〃         入選　  ３年  １名
  硬筆の部　  入選　 １年　２名

   　〃         入選    ４年　１名
      〃         入選　 ５年　１名

第６１回新春読書感想文コンクール地区審査
　　　 優良　　４年　　１名

　　〃　　　 入選　 ２年　１名



 


